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〔修士論文要旨〕
I 問題・ 目的
臨床心理学においてはしば しば “非 日常"と い
う言葉が語 られ心理療法の場で実践 。経験 されて
いるようである。 この場合の非 日常 とは時間・場
所・料金などといった治療枠組みの中で設定 され
る特定の場面を指 していることが多い。
近年は心理療法の場が治療枠組みの整えられて
いないような 日常に近い場面にまで広がってきて
いる。そのため従来のような非 日常の在 り方 では
難 しい側面が出てきてお り,新たな非 同南の在 り
方を模索する必要性があるだろう。そのためにも
心理療法における ``非 日常"と は何かを明確にす
ることが求められる。
しか し心理療法における非 日常には明確な定義
はなく様々なた とえによって表現 されているのみ
である。例えば,祝祭空間としての市場 (河合 ,
2013b)や 「劇」 (p.98)(土居,1977)な どであ
る。 これ らのた とえか ら共通 して言えるのは①心
理療法の場の治療枠組みは非 日常を作 り出すがそ
れ 自体が非 日常の全てではないこと②Therapist
(以下,Th)と Client(以下,Cl)と の間に役害」
の相対 畦や一体感が生 じること③対立・矛盾 した
内容 (聖 と俗,死 と再生など)が生 じることであ
る。
そこでは治療構造論で論 じられる 「父性自勺構造」
(p.224)に 加 え)父性的構造 を守 りつつ Clと の
関係 性や内容を考慮 しなが ら,余裕 を持って対応
す る 「母 性的設定」 (p.224)を 行いつつ治療が
進 め られている。つま り治療構造 もThの 行動や
振 る舞いであると指摘 される (北 山,1990)。 ま
たそのよ うなThの 行動や 1う蜃る舞いは ウィエコッ
ト (1998)が “遊び
)'の
領域であると述べた潜
在空間 とも重なると考えられる。
このように多分に膨 らみを持った心理療法の場
においては様々な体験や経験が生起 される。それ
は例えば “融合" ``身体" ``中 間"に関すること
心理療法における非日常につし`ヽ ての考察
一 セラピス トがクライエン トのあいだを生きる経験から 一
である。 これ らの体験や経験,治療構造に関して
も,Clが存在 してこそのものであった。 Th… Clの
関係 とは職業的関係性 と晴緒的関係 性とが, そ し
て意識 と無意識 とが混 ざり合 う複雑な関係性であ
る (氏 原2009c;成 田,2001)。
心理療法の素地であるTh― Cl関係の複雑 さとそ
れを取 り囲む治療構造 と潜在空間の重な り,そ こ
で起 こる体験や経験か ら鑑みて心理療法の非 日常
は非常に込み入っていると想像できる。非 園常 と
は単純に治療枠組みだ |す ではない示唆を得た。ま
た村瀬 が治療枠組みについて,治療者の 「器」
(p■28)に 応 じ緩 くした り明確 に した りできる
とも述べている (青木・村瀬 2000)。
つま りどのような状況下でもより良い心理支援
や治療を行 うためには治療枠組み と同等以上に ,
Thが 心理療法の場をどう司るのか (生 きるのか )
が重要ではないか。常に構造化 された場所で治療
を行 えるとは限 らない現代のThの ためにThが 心
理療法における非 日常を生きる経験を明らかにす
ることを本研究の 目的 とす る。
Ⅱ 分析方法
調査期間 :2017年 10月 ～11月 に実施 した。
研究協力者 :臨床心理±6名 G
研究協力者 について :性男11お よびオ リエ ンテー
シ ョンは不問。臨床経験年数9年以上。
分析方法 :現象学的アプローチの中 でもキー ン
(19網 )が提唱 した現象学白勺心理学を基に行 うc
キーンのアプローチでは,イ国人の世界=内 =存在
とい うまとま りを持った全体を注視 しつつ夕心理
療法にお‡する非 日常のThの 経験の地平や方向付
けを調べることで経験構造を明らかにできる。 し
か し彼は体系化 した方法論の提唱はしていないた
め,基本的な現象学白(ョ 方法であるアッサールの
“現象学的還元",(`現象の本質直観",1`現象の
注意深い記述 (解釈)"を用いて行 う (ジオルジ,
2004a)。
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Ⅲ 結果 口考察
:::見象学的アプローチを行 う中でテーマが大きく
三つ見えてきた。①Thの迷いとい う視点②治療
枠組みという視点③共有という視 気である。さら
にそれぞれから以下のテーマが抽出された。
①からは<日 常の存在である “私"と 非 日常の
存在であるThと しての “私">で あるc Thは Th
自身の日常に対する葛藤があり,それは人間存在
としての私である感清をゼロには出来ないことに
由来 していることが明らかになった。②からは
<Thと Clの 関係性>で ある。この関係性は治療枠
組みによって保たれて守られており,破ってしまっ
た途端に崩れ去ってしま うことがある一方で ,
Thと Clの 関係性そのものによる治療枠組みを作
れる可能性が示唆された。③からは<Thと Clと の
深い関係性の共有>である。面接の場を越えてお
互いの気持ちや立場を理解 し尊重 し合えるような
関係性の深さを指す。
Thが 心理療法における非 日常を生きる経験に
は上記のことが存在 し,ま たそれらの経験にはCl
との関係陛が最背景に存在 している。そして, こ
のようなTh・ Cl関係の核になっているのはThと Cl
との “あいだ"の共有が考えられる。あいだとい
うのは,単に私と他者の間のことを指しているの
ではない。あいだの共有 とは,「 自分が心を開け
ば向こうも心を開く_|こ とであり,大石 (2000)
の 「一緒にいながらひとり,ひ とりで居ながら一
緒でいる」 (p.238)と い う治癒的で創造的関係
性でもある。Thと Clが お互いにあいだを共有 し
た時,心理療法の癒 しが始まる。Thは このあい
だの共有に心を西己り,心理療法における非 日常を
生きているのである。
また,心理療法における非 日常の特有性は民俗
学的概念の “ハレ。ケ・ケガレ"か らも捉えられ
る。民俗学の概念であるハレ・ケ・ケガレは我々
の生活におけるサイクルを示 している。ハンとケ
ガレが非 圏常とされ,ケは日常とされる。ハ レと
は 「脱社会の世界,遊びの世界を現出する。 (中
略)ハ レの中核は陶酔にある」 (p.401)(新谷 ,
2004)。 ケガレは不浄で汚れたものを意味する
(波平,1992a)。 一方,ケは日常的な生活 。私事・
俗事であり,生産・労働である (新谷,2004)。
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そ して,「 同一の物や場所がハ レにもケにもケガ
レにもな り得るが,それは同時に起こる事はない。
時によって,状況によつて別の範疇に入れ られる」
(p.209)特徴がある (波平,同上a)。
しか し心理療法の場や心理療法的関係 における
非 日常をハ レ・ケ・ケガ レで提えなおす と)心理
療法はハ レ・ケ・ケガ レが同時空間内に混沌 とし
て表出される,唯一無二のあいだであることが分
かる。それはハレとして 日常か ら切 り取る治療枠
組みがあ りながら,その中のTh― Cl関係において ,
ハ レとしての内容だけではなく,ケやケガレとし
ての内容 も生起 されるとい う対立・矛盾 したこと
が起 こるか らである。「聖なる次元にも,そ して
逆の意味で常識・世間の価値規範を超えた,いわ
ゆる異端の世界・病や死の世界にも開かれた,そ
の両方の意味で F非 日常の空間』」 (p.44)と なっ
ている (大場,2002)。
民俗学や社会学では非 日常をハレ・ケ・ケガレ
として,あ るいは聖と俗として明確に分けること
ができる。 しかし心理療法における非 日常はどこ
までも混沌としたものである。そのような非 日常
の中心に,Thが Clの あいだを生きる経験が存在
しているのである。
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